
近年、⽇本の沿岸は藻場の⾯積減少、そして漁獲⾼減少の傾向にあります。
地球温暖化による海⽔温の上昇や⽣態系の変化、乱獲などによる影響のほか、森林の
減少・ダムや河川整備により、⿂介類の成⻑に必要とされる栄養素が、海に不⾜して
いることなどが指摘されています。
私たちが開発した『MOFU-DX』は、成⻑に必要な栄養素が緩やかに溶け出して、植
物・⿂介類の成⻑を助けます。また、有機過多による底質悪化には微⽣物資材で環境
を改善する取り組みも合わせて⾏っています。

海の栄養
MOFU-DX

鶏糞を乳酸菌や酵⺟菌から成る抗酸化成分を含むバイオエキスで発酵させ、製鉄過程で
⽣じる鉄鋼スラグなどを独⾃の配合でブレンドし固形化させた栄養ブロックです。栄養分
が⼀度に溶け出しにくく、プランクトンやバクテリアの持続的な増殖に効果が⾒込めます。

⽣き物を育む海と⼟の環境を整える

MOFU-DXは特殊肥料(県認証)の枠を超えた普通肥料(農林⽔産省認定)で、しっかり腐熟
しているため、栄養分が⼀度に溶け出しにくくなっているのです。

例えばアサリはプランクトンなどをエサとして海⽔とともに取り込みますが、そのエサ
であるプランクトンなどが増えるためには海⽔中の栄養だけでなく、陸上からの有機栄養
素も必要です。ただし有機過多になると底質に負荷をかけてしまい、アサリのすみづらい
環境となってしまいます。MOFU-DXは栄養分が⼀度に溶け出しにくく、プランクトンや
バクテリアの増殖にも持続性のある栄養素になっています。
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